
№１ 

施設長 統 括 主 任 副主任 副主任 記録担当 

【会議名】 

   地域連携推進  会議 

【実施日】令和７年５月３０日 金曜日 

       

【場 所】 GHデイ雲柿の木  

【出席者】 利用者代表 1名 利用者家族代表 1名 地域関係者 1名 福祉に知見のある方 1名 

       市町村担当者 1名 事業所所長 事業所サビ管 事業所世話人 事業所統括 

 

【議 題】 ・議題詳細別紙あり 

１.開会挨拶        ６.その他 

２.自己紹介                  ７.閉会挨拶 

３.施設見学 

４.施設見学を終えて（感想） 

５.令和６年度事業報告および令和７年度事業計画 

 

１.  進行：事業所サビ管  

所長  初めて取り組むことであり、手探りで行っていき、必要に応じ開催  

  していきたい。  

  住民として住んでいる障害者であり、透明性の方法には少し抵抗もある  

  ご意見等よろしくお願いします  

   

 ２.  各自 所属や氏名を紹介する  

   

 ３.  飛雲荘 → 城雲荘 → 螢雲荘 の順に見学を行う  

  定員、現員、入居者の特徴などを説明  

   

 ４.    

所長  ・GHの地域の受け入れは、難しいこともある。（以前、GHを新築しよう  

   とし、地域住民を対象に説明会を行ったが、反対されたことを説明）  

   

市町村担当者  ・利用者や家族より、要望や希望はないか？  

   

所長  ・苦情や相談があったわけではないが、城雲荘のトイレの数に課題が  

   ある。お金の問題もあるため対応に難あり。  

   

  ・利用者に対しては、（買い物等考えると）立地条件が良く、それを  

   職員がどう活かせるかが課題  

   

福祉知見者  ・山手に GHがある事業所もある。本当に立地に恵まれていると思う  
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 ５.  別紙あり（事業所サビ管が説明）  

  ・体験利用枠を今後どうするか検討が必要  

   

 ６.  見守りカメラを使用することで、見えないところが見えてきた。  

  職員が不在時の動きがわかり、活躍している。  

   

  今回の会議どうだったか  

   

福祉知見者  ・空き状況がないと見学することもないため、良い機会になった  

   

市町村担当  ・見に行く機会がなく、良い機会になった  

   

地域関係者  ・GHの実地も大変 理解というけどなかなか難しい  

   

利用者家族  ・入りにくい GHより、すぐに立ち寄れるところが良いと思う  

   

利用者  ・特にない  
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